
八
十
場
駅
・

さ
ぬ
き
府
中
駅

八
十
場
駅
と
さ
ぬ
き
庇
中
駅
は、

昭
和

二
十
七
（
一

九
五
二）

年
に
気
動
車
旅
客
駅
と
し
て
開
業
し
ヱ
い
る。

八
十
場

駅
も
さ
ぬ
き
府
中
駅
も
地
元
か
ら
の
要
請
で
設
置
さ
れ
た
駅
ヱ
ぁ
d

り、

そ
の
た

め
国
鉄
が
建
設
す
る
の
は
ホ
l
ム
の
み
で、

夜
間
用
の
外
灯
や
待
合
室、

ト
イ

レ
な
ど
は
地
元
で
建
設
す
る
必
要
が
あ
っ
た。

昭
和
二
十
六
（
一

九
五

こ

年
七
月
十
二
日
の
府
中
村
議
会
で
は、

第
一

号

議
案
と
し
て
「
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
停
車
場
設
置」

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る。

こ
の
「
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
停
車
場」

が
さ
ぬ
き
府
中
駅
で
あ
り、一

す
な
わ
ち
そ
の

設
置
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
の
で
あ
る。

ま
ず
七
月
九
日
ι

行
わ
れ
た
実
地

検
分
の
結
果、

工
事
は
四
国
鉄
道
工
事
会
社
が
実
施
す
る、

材
料
は
す
べ
て
四

鉄
当
局
が
準
備
す
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
て
い
る。

そ
の
際、

石
材
に
つ
い
て

は
地
元
加
茂
産
を
使
用
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
る。

駅
の
場
所
は
新
宮
踏
切
付

＼

近
の
保
線
分
区
小
屋
か
ら
東
に
三
O
M
と
報
告
さ
れ
て
い
る。

こ
の
際、

保
線

分
区
小
屋
の
移
転
・

新
築
は
村
で
行
い、

こ
の
分
区
小
屋
を
ト
イ
レ
に
転
用
す

る
こ
と
な
ど
を
提
案
し
て
い
る。

ま
た
そ
の
用
地
を
借
用
す
る
か、

買
収
す
る

必
要
が
あ
り、

そ
の
た
め
一

O
万
円
か
ら
一

五
万
円
程
度
の
予
算
が
必
要
で
あ

る
と
報
告
さ
れ
て
い
る。

こ
の
報
告
に
対
し、

駅
舎
完
成
後
の
維
持
費
や
一

日
三
・

四
回
し
か
停
ま
ら

な
い
こ
と
に
対
す
る
費
用
対
効
果
な
ど
に
質
問
が
あ
っ
た
が、
一

五
万
円
程
度

の
予
算
を
準
備
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
て
い
る。

昭
和
二
十
七
年
一

月
十
一

日
の
府
中
村
議
会
で
は、

第
二
号
議
案
で
「
さ
ぬ

き
府
中
駅
（
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
停
車
場）

開
設
と
祝
賀
会」

に
つ
い
て
議
論
さ
れ

て
い
る。

そ
こ
で
は
一

月
二
十
七
日
に
さ
ぬ
き
府
中
駅
が
開
業
す
る
こ
と、

国

分
・

鴨
川
両
駅
長、

保
線
区
と
施
設
部
な
ど
の
鉄
道
関
係
者、

村
議
な
ど
を
招
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第
二
節

港
湾
の
修
築
（
坂
出
港
振
興
施
設
工
事）

一

坂
出
港
湾
の
整
備

西
運
河
拡
張
と
埋
立
て

昭
和
三
十一

ご
九
五
六）
年
六
月
十
二
日

付
『
坂
出
市
広
報』
に 、
「

討の射
運
河」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
た
西
運
河

の
船
だ
ま
り
場
の
拡
張
工
事
が
完
成
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る 。

機
帆
船
の
航
行
に
と
っ
て 、
水
深 、
幅
員
と
も
に
充
分
で
な
い
と
し
て 、
こ

の
運
河
を
拡
張
し
機
帆
船
を
日
清
製
粉
工
場
附
近
ま
で
入
航
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に 、
昭
和
二
十
二
年
に
両
景
橋
を
撤
去 、
波
操
船
を
も
っ
て
水
深
を
マ

イ
ナ
ス
二
M
程
度
に
法
操
し 、
昭
和
二
十
四
年 、
二
十
五
年
の
両
年
度
に
も 、

専
売
公
社
か
ら
北
側
に
水
深
を
マ
イ
ナ
ス
三
M
に
延
長
し 、
運
河
の
幅
員
を
四

O
M
に
拡
げ
る 。
ま
た
物
揚
場
を
築
造
し 、
物
揚
場
後
方
に
は
県
営
と
市
営
の

上
屋
倉
庫
を
建
築
す
る 。

引
続
き
昭
和
二
十
六
年
度
に
は
中
央
岸
壁
の
延
長
工
事
を
行
い 、
中
央
埠
頭

地
帯
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に 、
中
央
埠
頭
と
市
街
地
を
接
続
さ
せ
る
た
め

「
東
浜
十一
番
十
二
番
塩
田」
の
西
側
を
切
り
と
っ
て 、
そ
の
土
砂
で
後
方
の

塩
田
を
埋
立
て
る 。
昭
和
二
十
七
年
度
以
降 、
四
カ
年
の
継
続
工
事
と
し
て 、「
こ

の
歴
史
的
な
大
工
事
を
完
成
す
る
に
至
っ
た」
こ
と 、
こ
れ
に
よ
っ
て
瀬
戸
内

海
の
海
上
輸
送
の
大
部
分
を
占
め
る
機
帆
船
の
泊
地 、
岸
壁
輸
送
に
犬
き
な
便

益
を
与
え 、
西
岸
壁
中
央
岸
壁
の
大
型
外
航
繋
船
施
設
と
あ
い
ま
っ
て 、
い
よ

い
よ
「
港
湾
都
市
さ
か
い
で」
発
展
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た 。

東
運
河
整
備
工
事

昭
和
三
十
二
（一
九
五
七）
年一
月
十
日
付
『
坂

出
市
広
報』
に
は 、
東
運
河
整
備
工
事
に
つ
い
て 、
大
型
汽
船
の
入
港
に
対
処

す
る
た
め 、
坂
出
港
の
中
央
突
堤
東
北
部
を
水
深
マ
イ
ナ
ス
九
討
に
波
楳
す

る 。
そ
の
法
機
土
砂
を
利
用
し
て
明
治
浜
塩
田
と
中
新
開
畑
地
の
北
部
を
埋
立

て 、
そ
こ
に
約
三
万
坪
の
工
場
用
地
を
造
成
す
る 。
こ
の
埋
立
地
に
は
工
場
を

誘
致
す
る
が 、
す
で
に
約
八
O
O
O
坪
の
土
地
は
真
空
式
製
塩
工
場
を
設
営
す

る
日
本
化
学
塩
業
株
式
会
社
の
建
設
予
定
地
と
し
て
埋
立
て
た 。

こ
の
中
新
開一
帯
の
工
場
用
地
造
成
仁
と
も
な
い 、
東
運
河
（
横
津
運
河）

に 、
機
帆
船
の
利
用
度
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め 、
昭
和
三
十一

年
四
月
か
ら
三
七
水
門
の
南
側
に
水
深
マ
イ
ナ
ス
三
灯 、
延
長一
O
O
M
の
機

帆
船
用
岸
壁
を 、
港
湾
改
修
特
別
失
業
対
策
工
事
と
し
て
施
工
し
て
い
る 。

同
三
十
二
年
四
月
二
十
五
日
付
同
紙
に
よ
る
と 、
こ
の
工
事
は 、
失
業
対
策

工
事
で
も
あ
り 、
就
労
者
数
は
年
間
延
人
員一
万
五
三
三
三
人
（
内
失
業
者
の

吸
収
入
員
は一
万
二
四
二
六
人）
と
い
わ
れ
た 。
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2ハー
四
Y
年寄一
月
十r
E
B
付
J『

坂
出

市
広
報』
に
は
「
本
市
の
三
大
工
事
が
完
成」
と
し
て 、「一
万
ト
ン
岸
壁」
「
金

山
新
塩
田
埋
立
て」
「
第
二
水
源」
の
完
成
が
告
げ
ら
れ
て
い
る 。

こ
の
う
ち
中
央
突
堤
の
ご
万
ト
ン
岸
壁」
は 、
昭
和
三
十
二
年
度
か
ら
五
カ

年
計
画
で
総
工
費
約
四
億
五
O
O
O
万
円
を
か
け
て
工
事
を
進
め 、
昭
和
三
十

八
年
十
二
月
二
十
三
日 、
延
長一
八
O
M 、
幅
員一
五
討
の
エ
プ
ロ
ン
舗
装
が

完
成
し
て
い
た 。
こ
の
中
央
岸
壁
は
東
側
が一
八
六
M 、
水
深一
O
M
で一
万

ト
ン
級 、
北
側
が一
八
二
M 、
水
深
六
討
で
六
O
O
O
J
級 、
西
側
が一
七
回

目 、
水
深
八MM
で
八
O
O
O
J
級
の
巨
船
が
同
時
に
接
岸
で
き
る 。

総
面
積
は
三
万一
七
八
七
平
方
針
（
約
九
六
三
O
坪）
で 、
完
成
を
見
た一

万
ト
ン
岸
壁
に
早
く
も
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
二
十
三
日 、
接
岸
第一
号
と
し

て
日
本
郵
船
「
ま
に
ら
丸」
（
九
三
五
八 トン）
が
横
づ
け
じ 、
荷
役
作
業
を
開

始
し
て
い
る 。
市
で
は
同
日
鎌
田
市
長
ら
が
同
船
を
慰
問
し 、
入
港
を
歓
迎
し

た 。昭
和
三
十
九
年
二
月
十
五
日
付
『
坂
出
市
広
報』
に
は
「
昨
年
の
港
湾
実
績

ま
と
ま
る」
「
貨
物
量
は
二
百
二
十
八
万
J」
「
開
港
以
来
の
最
高
実
績』
の
見

出
し
で 、
「
坂
出
港
の
出
入
船
舶 、
輸
移
出
入
貨
物 、
乗
降
客
数
な
ど』
が
掲

載
さ
れ
て
い
る 。

入
港
船
舶
数
で
は
昨
年
と
比
べ
て 、
外
国
船
が
三
四
隻 、
機
帆
船
が一
三
四

九
隻
増
え
て
い
る
が 、
内
航
船
は
二
六
二
隻
減
っ
て
い
る 。
取
り
扱
い
貨
物
量

は
輸
移
出
入
合
わ
せ
て
二
二
七
万
八
二
九
九 トン
と
記
録
し
て
い
る 。
こ
れ
は 、

「
開
港
以
来
最
高
の
実
績」
で
あ
っ
た 。

外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
貨
物
で
最
も
多
い
の
は
麦
で一
二
万
三
五
六
O
J 、

次
い
で
リ
ン
鉱
石
の一
O
万
八
三
八 トン 、
以
下 、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
七
万
七一
八

九 トン 、
木
材
七
万
四
七
八
四 トン 、
鉄
く
ず
三
万
八
三
八
O
J
で
あ
る 。
一
方
輸

出
は 、
主
と
し
て
肥
料
が
多
く 、
輸
移
出
入
全
体
で
は
昨
年

」
ほ
ぼ
同
じ
の
実

績
で
あ
っ
た 。

一

同
三
十
九
年
九
月一
日
付
同
紙
に
は 、
県
が
中
央
岸
壁
北
側
を
舗
装
し 、
こ

れ
に
よ
っ
て
中
央
岸
壁
全
部
の
エ
プ
ロ
ン
舗
装
は
完
了
し
た
こ
と 、
次
い
で
中

央
岸
壁
北
側
の
マ
イ
ナ
ス
六
M
岸
壁
舗
装
に
着
手
す
る 、
工
事
は
西
岸
壁
の
北

側
か
ら
北
岸
壁
の
東
端
に
至
る
延
長
二
二
三
討 、
幅
員
七
・

玉川川
の
舗
装
工
事

で
あ
り 、
工
事
完
了
は
十
月
末
の
予
定
と
し
て
い
る 。

港
湾
施
設

昭
和
四
十
三（一
九
六
六）
年一
月一
日
付『
広
報
さ
か
い
で』

に
よ
る
と 、
戦
前
か
ら
戦
後
の
港
湾
施
設
と
し
て
は 、
昭
和
半
六
年
四
月 、
神

戸
税
関
坂
出
出
張
所
が
開
設
（
二
十
二
年
四
月
に
支
署
に
昇
格）
し 、
同
十
九

年
十一
月
に
は
四
国
海
運
局
坂
出
出
張
所
が
開
設 、
戦
後
の
昭
和
二
十
三
（一

九
四
八）
年
七
月
に
は
坂
出
港
長
事
務
所
（
二
十
五
年
六
月 、一
海
上
保
安
庁
法

の
改
正
で
坂
出
海
上
保
安
署
と
な
る）
が
開
設
さ
れ
て
い
る 。

昭
和
三
十
年
代
に
な
る
と 、
同
三
十
二
年
五
月
に
は
農
林
省
神
戸
植
物
防
疫

所
坂
出
出
張
所
（
四
十
年
四
月
支
所
に
昇
格） 、
翌
三
十
三
年
七
月
に
神
戸
検

疫
所
坂
出
出
張
所 、
三
十
九
年
四
月
に
法
務
省
高
松
入
国
管
理
事
務
所
坂
出
港

出
張
所
へ
と 、
港
湾
行
政
機
関
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る 。

昭
和
三
十
二
年
五
月
十
日
付
『
坂
出
市
広
報』
に
は 、
植
物
防
疫
所
坂
出
出

張
所
開
庁
の
こ
と
が
「
輸
入
食
糧
な
ど
四
国
四
県
全
部
を
管
理」
「
待
望
こ
こ

に
実
現」
の
見
出
心
で
報
じ
ら
れ 、
そ
の
内
容
は 、
「
四
国
四
県
の
各
港
湾
都

市
と
の
聞
に
厳
し
い
争
奪
戦」
を
経
て 、
植
物
防
疫
所
の
誘
致
に
至
っ
た
の
は 、

「
坂
出
市
の
努
力
と
坂
出
港
の
輸
出
入
実
績」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た 。
初
代

出
張
所
長 、
係
官
ら
五
人
が
着
任 、
事
務
所
を
従
来
の
港
務
所
内
に
置
い
た 。

四
日
市
出
張
所
長
が
初
代
出
張
所
長
と
し
て
赴
任
し
て
き
た 。
所
長
以
下
五

人
の
職
員
が 、
輸
入
食
糧
品・
木
材
な
ど
の
検
査
事
務 、
輸
入
食
料・
農
作
物
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の
病
虫
害
防
除
な
ど
を
管
理。

十
一
日
開
所
式
を
前
に
島
岡
市
長
は
次
の
よ
う

に
「
喜一
び
を
語」

っ
て
い
る。

坂
出
港
の
整
備
と
と
も
に
港
湾
関
係
機
関
の
並
置
は
港
湾
発
展
上、

ぜ
ひ

と
も
必
要
な
こ
と
で
税
関
署、

海
運
局、

海
上
保
安
署、

貨
物
検
数
協
会、

穀
物
検
定
協
会
な
ど
順
次、

各
機
関
の
設
置
を
願
っ
て
き
ま
し
た
が
今
回
神

戸
植
物
防
疫
所
坂
出
出
張
所
の
移
管
に
成
功
し
ま
し
た
こ
と
は
港
湾
施
設
の

充
実
と
と
も
に
誠
に
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん。

こ
と
に
今
回
の
植
物
防
疫
所
の

設
置
に
よ
っ
て
農
村
振
興
の
発
展
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
に
な
り
市
民

と
と
も
に
慶
祝
に
存
じ
ま
す。

こ
の、

植
物
防
疫
所
の
設
置
に
と
も
な
い
市
の
港
務
所
を
港
中
央
突
堤、

上

屋
倉
庫
北
側
海
運
局
出
張
所
隣
に
移
転
し
て
い
る。

昭
和
三
十
三
年
六
月
二
十
五
日
付
『
坂
出
市
広
報』

に
は、

昭
和
二
十
七
年

か
ら、

厚
生
省
に
そ
の
設
置
を
要
望
し
て
き
た。
「
坂
出
市
の
（
誘
致）

努
力

と
坂
出
港
の
貿
易
実
績
が
認
め
ら
れ」、

神
戸
検
疫
所
坂
出
出
張
所
と
し
て、

七
月
一
日
か
ら
開
庁
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る。

そ
れ
は、

坂
出
港
に
入
港

し
た
外
国
船
舶
の
検
疫
を
行
う
も
の
で、

仮
事
務
所
は
貿
易
会
館
内
に
設
置、

出
張
所
長
は
神
戸
検
疫
所
長
が
兼
務、

技
官一
人、

事
務
官一
人
が
配
属、

医

師
は
市
立
病
院
に
委
嘱
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る。

今
ま
で
は、

坂
出
港
に
入
港
し
て
い
た
外
国
船
舶
は、

神
戸
・
新
居
浜
両
港

で
検
疫
を
受
け
て
い
た。

同
年
七
月
二
十
五
日
付
『
坂
出
市
広
報』

に
よ
る
と、

検
疫
所
に
初
め
て
入

港
し
た
外
港
船
は、
「
建
和
丸」

で
九
日
検
疫
を
受
け
た。

シ
ア
ト
ル
か
ら、

ア
メ
リ
カ
の
小
麦
九
三
六
四
トン
を
荷
あ
げ
の
た
め
寄
港
し
た
も
の
で
あ
る。

島

田
市
長
・
議
長
・
港
湾
課
長
ら
が
翌
十
日
同
船
を
慰
問
し
て
い
る。

同
年
十
月
十
日
付
同
紙
に
よ
る
と、

神
戸
検
疫
所
坂
出
出
張
所
の
聞
所
式

い
J

を
が
げ
て、
7
つ
い

に
昨
年
十
月
二
十
五
日、

二
八
万
コ
二
O
七
平
方
針、
（
八
万
五
七
九
O
坪）

の
広
大
な
埋
立
地
が
完
成、

ま
た
江
尻
か
ら
こ
こ
へ
通
ず
る
産
業
道
路
も
完
成

し、

犬
工
場
の
誘
致
を
待
つ
ば
か
り」

と
あ
る。

昭
和
四
十
一

年
二
月
一
日
付
同
紙
に
は、
「
埋
立
地
を
分
譲
し
ま
す」

と
し

て、
「
元
金
山
新
塩
田
の
埋
立
地
約
三
万
五
千
坪
と、

目
下
埋
立
て
工
事
中
で

本
年
度
末
に
は
ほ
ぼ
完
成
の
予
定
で
あ
る
白
灯
台
北
側
の
埋
立
地
約
一
万
坪」

を、
「
二
千
坪
か
ら
一

万
坪
程
度
に
区
画
割
り」

し
て
分
譲
す
る
と
報
じ
て
い

る。
港
湾
計
画
策
定

港
湾
審
議
会

昭
和
四
十
（一
九
六
五）

年
一
月
一

日
付
『
坂
出
市
広
報』

に
よ
る
と、

昭
和
三
十
九
年
十
一
月
三
十
日、

東
京
丸

の
内
ホ
テ
ル
で
聞
か
れ
た
運
輸
省
港
湾
審
議
会
第
二
四
回
計
画
部
会
で
坂
出
港

の
大
改
修
計
画
が、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ、

運
輸
大
臣
に
答
申
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た。

昭
和
三
十
五
年
十一

月
の
港
湾
審
議
会
第一
一

回
計
画
部
会
で
は、
「
①
一

万
五
千
トン
級
外
国
貿
易
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
中
央
埠
頭
地
区
の
商
港
整
備」

「
②
二
千
J
級
内
国
貿
易
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
西
運
河
の
整
備」
「
③
七
百
J

級
内
国
貿
易
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
東
運
河
の
整
備」
「
④
塩
田
と
そ
の
地
先

水
面
お
よ
び
番
の
州
地
区
工
業
用
地
造
成
な
ど
の
計
画」

が
決
定
さ
れ
た。

し
か
し
経
済
の
発
展
に
伴
い
港
湾
取
扱
貨
物
量
が
三
十
八
年
に
は
二
一
五
万

トン
に
達
し、

港
湾
施
設
は
能
力
以
上
の
使
用
と
な
り、

公
共
埠
頭
の
早
急
な
整

備
が
必
要
と
な
っ
て
い
た。

そ
こ
で、

昭
和
五
十
年
に
お
け
る
坂
出
港
の
取
扱
貨
物
量
を
約
二
二
一
九
万

トン
と
想
定
し、

公
共
埠
頭
の
建
設、

臨
海
工
業
用
地
造
成
を
基
本
方
針
と
し、

事
業
費
約
九
四
億
円
を
投
じ
て
港
湾
設
備
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た。

は、

九
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た。
コ
レ
ラ
・
ペ
ス
ト
・
発
し
ん
チ
フ
ス
・
痘
そ

う
・
黄
熱
・
回
帰
熱
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に、

人
体
と
船
舶
を
検
疫
し、
「
予
防

措
置
を
講
ず
る」

こ
と
と
し
た。

同
年
十
二
月
十
日
付
同
紙
に
は、

貿
易
会
館
内
で
事
務
を
と
っ
て
い
る
神
戸

検
疫
所
坂
出
出
張
所
と
中
央
岸
壁
に
あ
る
市
の
公
務
所
の
合
同
庁
舎
新
築
工
事

が、
三
十
三
年
十
月
か
ら
「
西
運
河
の
入
口、
神
島
化
学
の
北
側」

で
行
わ
れ、

こ
こ
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
報
じ
て
い
る。

昭
和
四
十
年一
月
十
五
日
付
同
紙
に
は、

法
務
省
高
松
入
国
管
理
事
務
所
坂

出
港
出
張
所
に
つ
い
て、
「
法
務
省
施
設
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
十
二

月
二
十
一
日
に
公
布
施
行
さ
れ、

高
松
入
国
管
理
事
務
所
の
坂
出
港
出
張
所
が
～

新
設」

さ
れ
た
と
あ
る。

事
務
所
は
貿
易
会
館
内
で
あ
る。

金
山
新
塩
田
埋
立

昭
和
三
十
年
代
「
坂
出
市
三
大
工
事」

の
二
番
目

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
金
山
新
塩
田
の
埋
立」

に
つ
い
て
は、
一
二
十
七
（一
九

六
二）

年
四
月
十
五
日
の
『
坂
出
市
広
報』

に、

同
年
度
港
湾
施
設
整
備
事
業

と
し
て
行
う
こ
と
と
な
り、

事
業
に
着
手、

埋
立
て
が
進
ん
で
い
る
と
報
じ
て

い
る。

こ
の
塩
田
は
昭
和
三
十
四
年
十
月
塩
業
整
備
特
別
措
置
法
に
よ
り
廃
止

さ
れ
た
後、

放
置
さ
れ
て
い
た。

面
積
は
約
三
三
万
平
方
討、

こ
の
う
ち
約
二

七
万
平
方
討
を
埋
め
立
て、

残
り
は
東
運
何
拡
幅
の
た
め
取
り
除
く
計
画
で
あ

る。

北
側
の
海
岸
付
近
で
波
探
し
た
土
砂
を、

サ
ン
ド
ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
こ
の

廃
止
塩
田
に
送
り
込
ん
で
い
る。

総
工
事
費
は
約
二
億
円
で
あ
っ
た。

昭
和
三
十
八
年
八
月
十
五
日
付
『
坂
出
市
広
報』

に
よ
る
と、

最
終
的
な
埋

立
工
事
が
七
月
二
十
九
日
に
再
開
さ
れ、

最
終
的
な
段
階
に
は
い
り、
「
埋
立

工
事
が
完
了
す
る
の
を
待
っ
て、

西
側
岸
壁
の
築
造」

に
と
り
か
か
る
予
定
と

し
て
い
る。

翌
三
十
九
年
一

月
一
日
付
同
紙
に
は、
「
金
山
新
塩
田
埋
立」

工
事
は
「
三
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上
げ、

そ
の
地
先
水
面、

番
の
州
地
区
の
埋
立
て
に
よ
り
九
百
五
十
八
万
八

千
平
方
討
の
工
業
用
地
を
造
成
す
る。

な
お、

工
業
用
水
は
綾
川
水
系
府
中
ダ
ム
お
よ
び
吉
野
川
水
系
早
明
浦
ダ

ム
な
ど
か
ら
合
計
日
量
三
十
六
・
五
万
立
方
討
の
取
水
が
可
能
で
十
分
で
あ

る。

ま
た
番
の
州
地
区
の
埋
立
て
に
伴
い、

瀬
居
島、

西
浦
漁
港
を
北
に
拡

張
す
る。

【
航
路、

泊
地
計
画】

入
港
す
る
大
型
船
舶
に
対
応
し
て
番
の
州
地
区
に
①

水
深
十
六
灯、

幅
員
五
百
討
の
水
面
積
百
九
十
五
・
二
万
平
方
肘

②
水
深

十
二
｜
十
M
ぺ

幅
員
五
百
討
の
水
面
積
百
五
十
四
・

四
万
平
方
針

③
水
深

七
肘

幅
員
四
百
五
十
れ
の
水
面
積
九
十
八
・
一
二
平
方
討
の
各
航
路
泊
地
を

つ
く
る。

ま
た
中
央
ふ
頭
か
ら
西
岸
壁
ふ
頭
に
至
る
水
深
十
l
八
討
の
水
面

積
百
十
三
・

四
万
平
方
針
の
航
路
泊
地
も
つ
く
る。

【
松
ケ
浦
港
計
画】

松
ケ
浦
地
区
地
先
に
防
波
堤
延
長
九
百
五
十
討
を
計
画

し、

物
揚
場
（
水
深
三
灯、

延
長
四
百
五
十
肘）

を
つ
く
る。

な
お、

こ
れ

に
伴
い
水
深
三
討、

水
面
積
七
・
九
万
平
方
討
の
泊
地
と
ふ
頭
用
地
七
・
二

万
平
方
討
を
つ
く
る。

【
阿
賀
浜
地
区
石
油
配
分
基
地
造
成
計
画】

急
増
す
る
石
油
製
品
の
需
要
に

対
処
す
る
た
め、
こ
こ
に
石
油
配
分
基
地
を
計
画
し、
三
千
J
級
の
タ
ン
カ
ー

を
対
象
と
し
て、

前
面
に
水
深
六
討
の
泊
地
を
つ
く
る。

な
お、

同
昭
和
四
十
年
一

月
一

日
付
『
坂
出
市
広
報』

に、
「
一

月
か
ら
着

工

松
ケ
浦
港
の
改
修」

の
見
出
し
記
事
が
あ
る。

そ
の
内
容
は
「
東
部
地
域

開
発
の
拠
点
と
も
な
る
松
ケ
浦
港
改
修
事
業
に
本
年
一

月
か
ら
着
工」

と
し
て

お
り、

工
事
入
札
も
十
二
月
二
十
六
日
完
了
し
た
と
あ
る。

昭
和
三
十
八
（
一

九
六
三）

年
度
か
ら
六
カ
年
の
継
続
事
業
で
実
施
し
て
お

り、

最
終
年
度
は
四
十
三
年
で
あ
る。

総
事
業
費
は
一

億
六
O
O
O
万
円
で、

防
波
堤
は
延
長
八
O
O
M、

物
置
場
四
五
O
M
の
築
造、

港
内
の
波
諜
な
ど
を

行
う
と
し
て
い
る。

こ
の
度
の
実
施
は
三
十
八、

九
年
度
事
業
分
と
し
て、

防
波
堤
延
長
三
二
四

れ
の
築
造、

残
り
の
四
七
O
M
は、

四
十、

四
十
一

年
度
事
業
で
あ
る。

物
揚

場
と
港
内
波
諜
事
業
は
四
十
二
・

三
年
度
で
行
い、

改
修
事
業
を
完
了
す
る
予

定
と
し
て
い
る。

二

東
部
地
区
の
整
備

大
屋
冨
地
区
の
埋
立
て

昭
和
四
十
三
（
一

九
六
八）

年
八
月
十
五
日

付
『
広
報
さ
か
い
で
』

に
は、

松
ケ
浦
港
改
修
工
事
と
と
も
に、

大
屋
冨
地
区

埋
立
て
工
事
が
報
じ
ら
れ
て
い
る。

こ
の、

大
屋
冨
地
区
埋
立
て
工
事
は、

約
一

億
三
四
O
O
万
円
の
工
費
で、

松
ケ
浦
港
を
水
深
五
討
に
竣
諜
す
る
も
の
で、

そ
れ
に
よ
る
五
四
万
立
方
討
の

土
砂
と、

花
闘
土
一

二
万
五
O
O
O
立
方
討
の
土
砂
で、

旧
松
浦
塩
田
一

五
万

九
七
九
二
平
方
針
と
旧
中
桝
塩
田
二
万
五
三
二
O
平
方
針
の
廃
止
塩
田
を
埋
立

て
た。

疫
機
船
二
隻
で
土
砂
を
送
っ
て
お
り、

七
月
十
五
日
か
ら
着
工
し
た
こ

の
事
業
も
昭
和
四
十
四
年
一

月
末
日
完
了
の
予
定
と
し
て
い
る、

ま
た、

松
ケ

浦
港
は
南
側
に
接
岸
施
設
を
設
け、

こ
の
波
機
事
業
で
一

O
O
O
J
級
の
船
舶

の
入
港
が
可
能
に
な
る
と
し
て
い
る。

林
田
塩
田
の
埋
立
と
整
備

昭
和
四
十
四
（
一

九
六
九）

年
五
月
十
五

日
付
『
広
報
さ
か
い
で
』

に
よ
る
と、

市
は
林
田
地
区
の
港
湾
改
修、

そ
れ
に

伴
う
林
田
塩
田
と
そ
の
地
先
を
埋
め
立
て
て、

工
業
用
地
を
造
成
す
る
こ
と
と

あ
る。

こ
れ
ら
に
関
す
る
林
田
塩
産
株
式
会
社
と
の
協
定
に
つ
い
て
は
四
月
臨

時
議
会
で
可
決
さ
れ
た。

市
で
は
五
月
七
日
市
長
室
で、

議
長
立
会
い
の
も
と

に
協
定
書
の
調
印
式
を
挙
行、

鎌
田
市
長
と
林
田
塩
産
社
長
が
契
約
書
に
調
印

し
て
い
る。
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二
万
一

四
六
四
坪）

と
そ
の
地
先
の
海
面
一

二
万
五
O
O
O
平
方
計
（
三
万
七

八
一

二
坪）

を
埋
め
立
て、

約
一

六
万
坪
の
工
業
用
地
を
造
成
し、

ま
た
埋
立

て
地
内
の
道
路
は、

い
ず
れ
も
幅
員
が
一

二
M
で、

南
北
幹
線
一

本
と
東
西
幹

線
二
本
を
建
設
す
る
と
あ
る。

林
田
地
区
の
港
湾
整
備
計
画
で
は、

林
田
塩
田
東
側
地
区
に、

北
か
ら
マ
イ

ナ
ス
七
・
五
討、

延
長
一

三
O
M、
マ
イ
ナ
ス
五
・
五
討、

延
長
三
六
O
M
の

の
岸
壁
四
パ
l
ス
と、

南
側
東
西
に
マ
イ
ナ
ス
四
・
五
討、

延
長
一

二
O
M
の

岸
壁
二
パ
l
ス
を
築
造
し、

そ
の
前
面
の
泊
地
を
マ
イ
ナ
ス
七
・
玉、

マ
イ
ナ

ス
五
・

玉、

マ
イ
ナ
ス
四
・

五
討
に
そ
れ
ぞ
れ
整
備
す
る
と
あ
る。

昭
和
四
十
六
年
四
月
十
五
日
付
『
広
報
さ
か
い
で
』

に
は、
「
施
政
方
針
の

要
旨」

の
中
で
「
港
湾
施
設
の
整
備
拡
充」

と
し
て、
林
田
港
改
修
の
ほ
か
に、

同
月
の
港
湾
合
同
庁
舎
完
成
な
ど
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る。

そ
の
部
分
を
次

に
示
す。時

代
の
要
請
と
国
の
施
策
に
呼
応
し
て、

坂
出
港
の
改
修
計
画
も
新
港
湾

整
備
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
ま
す
が、

初
年
度
事
業
と
し
て
は、

ま
ず
林
田

地
区
の
水
深
七
・
五
M
岸
壁
の
建
設
ふ
頭
用
地、

工
業
用
地
な
ど
の
造
成
に

着
手
し、

林
田
地
区
の
一

連
し
た
港
頭
地
帯
の
整
備
拡
充
を
は
か
る
ほ
か、

西
浜
地
区
の
工
業
用
地
造
成
事
業
も、

昨
年
度
に
引
き
続
き
四
十
六
年
度
を’

完
成
目
途
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す。

港
湾
関
係
者
が
多
年
熱
望
し
て
き
ま
し
た
坂
出
港
湾
合
同
庁
舎
も、

昨
年

着
工
を
み
て
以
来
順
調
に
進
展
し、

近
く
完
成
の
予
定
で
す。

坂
出
市
ホ
l
ム
ペ
！
ジ
の
「
坂
出
港
の
歴
史
年
表」

に
は、
昭
和
四
十
四

ご

九
六
九）

年
三
月
に
「
林
田
地
区
改
修
事
業
に
着
手」

と
あ
り、

昭
和
五
十
年

代
に
は、

同
五
十
一

（
一

九
七
六）

年
十
一

月
に
「
林
田、

阿
河
浜
地
区
公
有

水
面
埋
立
玉
事
着
車トペ」

L、一

間
地
区

L

が
同
五
十
六
年
十
一

月
完
成
で
二
O
万

九
八
七
三
平
方
討、

阿
河
浜
地
区
が
同

五
十
八
年
三
月
完
成
で
八
万
一

六
二
平

方
討
が
造
成
さ
れ、

昭
和
五
十
七
年
四

月、

林
田
地
区
で
マ
イ
ナ
ス
一

二
M
岸

壁
が
完
成
し
て
い
る。

阿
河
浜
地
区
で

は
平
成
元
年
六
月、

マ
イ
ナ
ス
七
M
岸

壁
工
事
に
着
手、

同
三
年
三
月
完
成
し

て
い
る。

昭
和
五
十
九
年
六
月
に
は、

港
湾
環
境
整
備
事
業
に
よ
り、

み
な
と

林
田
緑
地
が
完
成
し
て
い
る。
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第
三
節

番
の
州
埋
立
て
と
工
場
誘
致

一

番
の
州
埋
立
て
工
事

埋
立
て
地、

御
供
所
海
岸
と
接
続

坂
出
沖
の
瀬
居
島
と
沙
弥
島
は
三

味
線
島
と
呼
ば
れ、
一

つ
の
島
で
あ
っ
た
が、

大
津
波
で
樟
の
部
分
が
切
れ
て

三
味
（
沙
弥）

と
線
（
瀬
居）

に
分
か
れ
て
二
つ
の
島
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説

を
持
つ。

そ
の
中
間
に、

干
潮
時
に
は
砂
が
見
え
る
ほ
ど
の
浅
瀬
が
広
が
っ
て

い
た。

文
化
八
（
一

八
一
一
）
年
の
「
塩
飽
島
海
面
絵
図」
に、
干
潮
時
に
は、
「
浅

瀬
が
見
え、
こ
の
聞
大
船
不
通」

と
記
さ
れ
て
い
る
あ
た
り
が
番
の
州
で
あ
る。

昭
和
四
十
六
（
一

九
七
一
）

年、

坂
出
の
『
市
政
要
覧』

に
既
に
稼
働
し
て

い
る
企
業
が
見
つ
け
ら
れ
る
造
成
途
上
航
空
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る。

番
の

州
を
埋
め
立
て、

利
用
す
る
こ
と
は
市
民
の
長
い
間
の
夢
で
あ
っ
た
と
し、

次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る。

坂出市史　通史下　現代篇



昭
和
三
十
七
年、

こ
の
番
の
州
を
埋
め
立
て
て
香
川
県
の
一

大
臨
海
工
業

地
帯
を
造
ろ
う
と
す
る
計
画
が
で
き
た。

埋
め
立
て
の
土
砂
は
備
讃
瀬
戸
航

路
整
備
に
伴
う
波
操
で
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た。

工
事
は
二
期
に
分
け
て

施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り、

第
一

期
計
画
で
は、

事
業
費
七
六
億
一

千
万
円、

造
成
面
積
二
二
八
万
八
O
O
G
坪、

工
事
期
間
は
昭
和
三
十
九
年
十
月
か
ら

昭
和
四
十
八
年
三
月
と
な
っ
て
い
る。

ま
た、

二
期
計
画
は
工
事
費
約
五
O

億
五
千
万
円、

造
成
面
積
は
四
六
万
二
O
O
O
坪、

工
事
期
間、

昭
和
四
十

三
年
度
か
ら
昭
和
四
十
八
年
度
と
な
っ
て
い
る。

既
に、

稼
働
し
て
い
る
企
業
の
状
況
も
書
か
れ
て
い
る。

昭
和
三
十
九
（
一

九
六
四）

年
十
一

月
か
ら
昭
和
五
十
（
一

九
七
五）

年、

十
月
に
か
け
て、

香
川
県
が
主
体
と
な
っ
て、
「
番
の
州
地
区
臨
海
工
業
用
土

地
造
成
事
業」

と
し
て
造
成
し
た
の
が、
「
番
の
州
埋
め
立
て
地」

で
あ
る。

香
川
県
は、
昭
和
三
十
七
年
五
月
に
公
布
さ
れ
た
「
新
産
業
都
市
建
設
促
進
法」

に
基
づ
き、

指
定
地
に
立
候
補
し
た
が
指
定
に
も
れ、

工
業
開
発
の
地
域
格
差

の
拡
大
が
危
倶
さ
れ
て
い
た。

対
岸
の
水
島
工
業
地
帯
の
発
展
で、

瀬
戸
内
海

は
大
型
タ
ン
カ
ー
の
航
路
と
な
っ
た
た
め、
「
備
讃
瀬
戸
航
路
の
促
進」

が
急

務
と
な
り、
昭
和
三
十
八
年
に
運
輸
省
は
「
南
北
備
讃
瀬
戸
航
路
の
凌
諜
工
事」

を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た。

こ
の
時、

こ
の
土
砂
の
捨
て
場
と
し
て
の
「
番
の

州
埋
め
立
て
事
業」

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た。

工
事
期
間
は、

昭
和
三

十
九
年
四
月
か
ら
五
十
一

年
三
月
ま
で
の
一

二
年
問。

第
一

期
四
五
九
平
方

法、

第
二
期
一

五
三
万
平
方
法
の
二
期
に
分
け
て、
「
番
の
州」
「
前
の
州」
「
沙

弥
の
州」

と
御
供
所
海
岸
ま
で
を
繋
ぐ
も
の
で、

平
均
水
深
四
討
の
海
域
を、

海
面
上
回
・

四
討
に
埋
め
立
て
た。

法
諜
土
砂
約
五
O
O
O
万
立
方
討、

総
工

費
約

二
ニ
九
億
円、
当
時
と
し
て
は
極
め
て
安
価
で
あ
っ
た。

昭
和
三
十
九
（
一

九
六
四）

年
十
月
二
十
一

日、

沙
祢
島
沖
で
の
捨
て
石
作
業
着
工
が
大
き
く
報

九
六
七）

年
十
一

月
十
五
日、

番
の

州
地
区
に
三
菱
化
成
坂
出
工
場
の
誘

致
が
決
ま
っ
た。

翌
年
六
月
八
日、

コ
ー
ク
ス
精
錬
所
建
設
工
事
の
起
工

式
が
行
わ
れ、

昭
和
四
十
四
年
十
一

月、

コ
ー
ク
ス
炉
の
操
業
が
開
始
さ

れ
た。

さ
ら
に、

翌
年
一

月
二
十
五

日、

コ
ー
ク
ス
炉
一

O
O
門
が
完
成

し
稼
働
し
た。

軽
金
属
部
門
は、

昭

和
四
十
七
年
十
月
か
ら
操
業
を
開
始

し
て
い
る。

昭
和
四
十
四
年
六
月
十

日、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
加
工
部
門
の
誘

致
が
決
ま
り、

昭
和
四
十
六
年
九
月
か
ら
精
錬
を
開
始
し
た。

四
国
電
力

昭
和
四
十
二
（
一

九
六
七）

年
十
一

月
十
五
日、

番
の
州
地

区
に
四
国
電
力
火
力
発
電
所
の
誘
致
が
決
定
し
た。

そ
し
て、

昭
和
四
十
五
年

一
一
月
一

日、

火
力
発
電
所
と
し
て
一

号
機
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
が
運
転
を
開
始
し

た。

以
降、

汽
力
発
電
方
式
の
一

号
機
か
ら
四
号
機
ま
で
が
建
設
さ
れ
た。

ア
ジ
ア
共
石

昭
和
四
十
四
（
一

九
六
九）

年
六
月
十
日、

番
の
州
緑
町

に
ア
ジ
ア
共
石
株
式
会
社
坂
出
精
油
所
の
誘
致
が
決
ま
っ
た。

同
日、

川
崎
町

と
道
を
挟
ん
で
西
側
の
埋
立
て
地
の
宇
多
津
町
吉
田
に
吉
田
工
業
株
式
会
社
坂

出
工
場
の
誘
致
が
決
定
し
た。

な
お、

昭
和
四
十
七
年
十
月
一

目、

ア
ジ
ア
共

石
坂
出
精
油
所
は
操
業
を
開
始
し
た。

三

塩
田
が
消
え
る

「
塩
の
ま
ち
」

か
ら
「
工
業
都
市
」

坂
出
へ

の
移
行

こ
れ
ま
で
長

じ
ら
れ
た。

そ
し
て、

昭
和
四
十
（
一

九
六
五）

年
四
月
二
十
二
日、

番
の
州

埋
め
立
て
工
事
に
着
手。

翌
年
五
月
十
五
日、

番
の
州
地
区
と
御
供
所
町
蛸
崎

海
岸
が
接
触
し、

西
護
岸
の
締
め
切
り
工
事
が
完
成
し
た。

六
月
一

日
に
は、

番
の
州
地
区
へ
の
臨
海
資
材
運
搬
道
路
が
開
通
し
て
い
る。

沙
称
島
・

瀬
居
島
が
陸
続
き

凌
諜
工
事
が
進
む
中
で、

昭
和
四
十
二

（
一

九
六
七）

年
十
二
月
二
十
五
日、

沙
弥
島
が
番
の
州
埋
め
立
て
地
と
接
続

し
た。

西
護
岸
の
北
端
と
沙
称
島
千
人
塚
の
付
近
が
繋
が
っ
た
こ
と
で、

通
常

の
道
で
は
な
か
っ
た
が、

斜
面
に
人
が
通
れ
る
程
度
の
細
道
で、

高
校
生
が
島

か
ら
自
転
車
で
通
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た。

翌
年
五
月
十
五
日、

沙
弥
島
へ

の
い
わ
ゆ
る
道
路
が
開
通
し
た。

な
お、

両
島
で
は、

自
家
発
電
程
度
の
時
間

制
限
の
あ
る
電
力
で
生
活
し
て
い
た
が、

瀬
居
島、

沙
弥
島
と
も
昭
和
四
十
三

年
五
月
十
五
日
よ
り、

本
土
か
ら
の
送
電
が
始
ま
り、

終
日、

電
力
の
利
用
が

可
能
に
な
っ
た。

昭
和
四
十
三
年
九
月
二
十
八
日、

瀬
居
島
が
西
浦
で
番
の
州

埋
め
立
て
地
と
接
続。

翌
年
十
一

月
七
日、
瀬
居
島
に
上
下
水
道
が
通
水
し
た。

な
お、

沙
弥
島
へ
の
上
下
水
道
の
通
水
は、

昭
和
四
十
八
年
一

月
十
二
日
か
ら
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で
あ
る。二

番
の
州
に
工
場
誘
致

川
崎
重
工

業

埋
め
立
て
工
事
が
始
ま
っ
た
昭
和
三
十
九
（
一

九
六
四）

年
十
二
月
十
一

日
に
番
の
州
地
区
に
川
崎
重
工
業
の
誘
致
が
決
ま
っ
た。

昭
和

四
十
一

年
一

月、

番
の
州
一

号
地
を
「
川
崎
町」

と
命
名
し
て
い
る。

同
年
六

月
十
四
日
に
は、

川
崎
重
工
業
坂
出
工
場
で
三
O
万
トン
ド
ッ
ク
の
起
工
式、

翌

年
三
月
九
日
に
は
第
一

船
の
建
造
作
業
が
始
ま
っ
た。

同
月
十
六
日
か
ら
琴
平

参
宮
電
鉄
で
は、

川
崎
重
工
前
ま
で
の
パ
ス
運
行
を
開
始
し
た。

ま
た、

昭
和

四
十
二
年
十
月
十
二
日、

第
一

船
「
紀
乃
川
丸」
一

二
万
四
七
O
O
J
の
進
水

式
が
行
わ
れ
た。

い
問、

坂
出
は“
「
塩
の
ま
ち」

と
か
「
塩
田
の
メ
ッ
カ」

と
去
ば
れ
て
き
た。

し
か
し
昭
和
三
十
年
代
中
頃
か
ら
日
本
全
国
に
わ
た
っ
て
「
肯
度
経
済
成
長」

η
波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
と、

製
塩
業
界
の
内
部
で
も
生
産
効
率
を
高
め
る
た

め、

第
一

次
産
業
的
性
格
の
部
分
（
入
浜
式
採
蹴
方
式
等）

は
合
理
化
・

近
代

化
の
改
革
が
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。

枝
条
架
流
下
式
へ
の
転
換
は
そ
の
表

れ
で
あ
っ
た。

採
算
の
と
れ
な
い
不
良
塩
田
は、
国
（
専
売
局）一
の
指
導
に
よ
っ

て、
こ
れ
ま
で
も
明
治
末
期
（
同
四
十
三
1
四
年）

に
第
一

次
製
塩
地
整
理
（
不

良
塩
田
廃
止
法）、

昭
和
初
期
（
同
四
1
五
年）

に
第
二
次
製
塩
地
整
理
が
行

わ
れ、

そ
し
て
戦
後
は
第
三
次
塩
業
整
備
（
昭
和
三
十
四
1
王
年）、

第
四
次

塩
業
整
備
（
昭
和
四
十
五
1
七
年）

に
よ
っ
て、

つ
い
に
入
浜
式
塩
田
は
整
理

さ
れ、

姿
を
消
し
て
ゆ
く。

「
塩
の
ま
ち」

と
よ
ば
れ
て
き
た
坂
出
も
例
外
で
は
な
い
。

ご
こ
で
主
な
「
坂

出
塩
業
組
合」

関
係
の
塩
田
の
廃
止
状
況
を
確
認
し
て
み
る。

－

明
J

治
三
十
八
年、

専
売
法
が
施
行
さ
れ
た
際、

東
大
浜
お
番
が
廃
止
さ

れ、

そ
こ
に
坂
出
地
方
専
売
局
が
設
置
さ
れ
た。

2

大
正
年
問、

坂
出
は
小
麦
の
集
散
地
と
し
て
全
国
的
に
大
き
な
地
位
を

占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
が、

大
正
六
年、

東
大
浜
9
番
に、

讃
岐
（
綾）

製
麦
所
が
建
て
ら
れ、

同
十
四
年
に
は
日
清
製
粉
株
式
会
社
と
合
併
し
て

い
る。
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3 

昭
和
四
年、

第
二
次
製
塩
地
整
理
に
伴
っ
て、
「
古
浜」

が
逐
次、

新
町・

清
浜
・

亀
島
付
近
か
ら
廃
止
さ
れ
て
ゆ
き、

市
街
地
と
な
っ
た。

昭
和
三
1
八
年、

塩
の
積
出
港
と
し
て
重
要
な
地
位
に
あ
っ
た
坂
出

港、

そ
の
港
湾
改
築
第
一

期
工
事
に
伴
っ
て、

西
大
浜
7
・

口
－

M
番
は

市
街
地
と
港
を
結
ぶ
臨
港
道
路
建
設
用
地
と
さ
れ
た。

昭
和
十
二
年
よ
り
始
め
ら
れ
た
港
湾
改
修
第
二
期
工
事
に
伴
っ
て、

東

4 5 

坂出市史　通史下　現代篇



四

国
鉄
の
複
線
化

高
松
｜
坂
出
間
複
線
化

昭
和
三
十
年
代
に
な
る
と、

四
圏
内
で
も
国

鉄
の
輸
送
量
が
増
加
し、

列
車
の
本
数
も
増
加
し
て
い
た。

昭
和
三
十
六
（一

九
六
二

年
に
は
予
讃
本
線
で
急
行
列
車
の
運
行
が
開
始
さ
れ
て
い
る。

ま
た

予
讃
本
線
で
は
昭
和
二
十
七
（一
九
五
二）

年
か
ら
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
が
運
行

さ
れ
て
い
た
が
（
第
一
章
第
四
節
三
参
照）、

昭
和
三
十
六
年
か
ら
は
土
讃
本

線
（
多
度
津
・
高
知
県
窪
川
間）

で
も
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
！
が
運
行
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た。

さ
ら
に
昭
和
四
十
七
（一
九
七
二）

年
三
月
に
は
予
讃
本
線
で
特

急
「
し
お
か
ぜ」、
土
讃
本
線
で
特
急
「
南
風」
が
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。

そ
の
一
方
で、

昭
和
四
十
三
（一
九
六
八）

年
四
月
に
は
予
讃
本
線
か
ら
蒸
気

機
関
車
が
姿
を
消
し
た。

特
に
予
讃
本
線
は
高
松
・
多
度
津
聞
を、

土
讃
本
線

を
通
る
列
車
と
共
用
し
て
い
る。

ま
た
宇
野
線
（
岡
山
・
宇
野
間）

が
電
化
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り、

四
国
と
本
州
の
往
来
が
ま
す
ま
す
盛
ん
と
な
っ
て
い
っ

た。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め、

国
鉄
第
二
次
五
カ
年
計
画
の
一
つ

と
し
て、

高
松
・
多
度
津
聞
の
複
線
化
が
計
画
さ
れ
た。

昭
和
三
十
六
年
か
ら
工
事
が
開
始
さ
れ、

昭
和
四
十
（
一
九
六
五）

年
九
月

に
高
松
・
香
西
聞
が
複
線
化
さ
れ
た。

坂
出
市
域
で
は、

昭
和
四
十一

（一
九

六
六）

年
九
月
に
坂
出
・
鴨
川
聞
が、

高
松
・
香
西
問、

同
年
四
月
の
丸
亀
・

多
度
津
間
に
次
い
で
三
番
目
に
複
線
化
さ
れ
て
い
る。

そ
の
後
も
複
線
化
区
間

は
徐
々
に
増
え
て
い
き、

国
分
・
鴨
川
間
も
昭
和
四
十
三
（一
九
六
八）

年
に

複
線
化
さ
れ
て
い
る。

昭
和
四
十
五
（一
九
七
O）

年
に
鬼
無
・
端
岡
聞
が
複

線
化
さ
れ、

高
松
・
多
度
津
間
の
大
部
分
が
複
線
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が、

最
後
ま
で
単
線
区
聞
が
残
っ
た
の
が、

坂
出・
丸
亀
聞
の
一

部
区
間
で
あ
っ
た。

こ
の
区
間
の
複
線
化
は
瀬
戸
大
橋
の
架
橋
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た。

（
第
四
章
第
五
節一
参
照）。

坂
出
駅
の
改
築
と
駅
前
広
場
の
拡
張

こ
の
よ
う
に
急
速
に
国
鉄
が

近
代
化
し
て
い
く
の
に
あ
わ
せ
て、

坂
出
駅
も
昭
和
三
十
五
（一
九
六
O）

年

五
月
に
改
築
工
事
が
落
成
し
て
い
る。
一
方
で
昭
和
三
十
八
（一
九
六
三）

年

に
は
琴
平
参
宮
電
鉄
が
廃
線
と
な
っ
て
お
り、

琴
平
参
宮
電
鉄
の
坂
出
駅
も
営

116 

鉄
で
の
将
夫
事
業
は
盛
必
に

な
っ
て
お
り、

坂
出
駅
発
の
パ
ス
も
多
数
営
業
さ
れ
て
い
た
（
第一
章
第
四
節

三
参
照）。

そ
の
た
め、

坂
出
駅
の
駅
前
も
整
備
す
る
必
要
が
生
じ、

昭
和
四

十
七
（一
九
七
二）

年
に
駅
前
広
場
の
拡
張
工
事
が
完
成
し
た。

こ
う
し
て
国

鉄
だ
け
で
な
く、

そ
の
駅
や
駅
前
も
近
代
化
さ
れ
て
い
っ
た。
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三

道
路
整
備

高
松
・
坂
出
有
料
道
路
（
さ
ぬ
き
浜
街
道）

坂
出
と
高
松
を
臨
海
部

で
結
ぶ
道
路
の
建
設
要
求
は
早
く
か
ら
存
在
し、
昭
和
二
十
七
（一
九
五
二）

年
に
は
海
岸
道
路
期
成
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
て
い
る。
こ
の
期
成
同
盟
会
の
そ

の
後
の
活
動
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が、
さ
ぬ
き
浜
街
道
の
整
備
が
始
ま
る
の

は、
昭
和
四
十
二
（一
九
六
七）
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る。

さ
ぬ
き
浜
街
道
は
中・
西
讃
の
主
要
都
市
を、
臨
海
部
を
通
っ
て
結
ぶ
幹
線

道
路
で
あ
り、
瀬
戸
大
橋
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
も
機
能
す
る
道
路
で
あ
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る。

本
来
は
各
市
町
が
主
体
と
な
っ
て
道
路
を
整
備
し
て
き
た。

そ
れ
ら
は
総

称
と
し
て
「
臨
海
産
業
道
路」

と
呼
ば
れ
て
い
た
が、

開
通
を
機
に
県
民
か
ら

愛
称
を
募
集
し、

昭
和
六
十
三
（
一

九
八
八）

年
に
「
さ
ぬ
き
浜
街
道」

と
決

定
し
た。

さ
ぬ
き
浜
街
道
の
一

画
を
な
し
た
の
が
「
高
松・
坂
出
有
料
道
路」

で
あ
る。

さ
ぬ
き
浜
街
道
は
坂
出
市
林
田
町
か
ら
五
色
台
ト
ン
ネ
ル
を
通
り、

高
松
市
香

西
北
町
・

中
村
町
に
至
る。

全
長
は
一

0
・
一

段
で
あ
る
が、

そ
の
な
か
に
は

当
時、

香
川
県
最
長
で
あ
っ
た
五
色
台
ト
ン
ネ
ル
一

四
三
七
討
を
含
む。

昭
和

四
十
八
（
一

九
七一
ニ）

年
に
着
工
し、

竣
工
は
昭
和
五
十
六
（
一

九
八

二

年

で
あ
っ
た。

建
設
費
を
捻
出
す
る
目
的
も
あ
り
道
路
整
備
特
別
措
置
法
に
よ
り

有
料
道
路
方
式
で
整
備
さ
れ
た。

当
初
か
ら
通
行
料
金
で
建
設
費
用
を
償
還

し、

三
O
年
後
の
平
成
二
十
三
（
二
O
一

こ

年
か
ら
無
料
開
放
す
る
こ
と
が

計
画
さ
れ
て
い
た。

実
際
に
は、

平
成
二
十
三
年
ま
で
に
建
設
費
等
を
償
還
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が、

坂
出
市
や
高
松
市
の
強
い
要
望
も
あ
り、

予
定

ど
お
り
平
成
二
十
三
年
か
ら
無
料
開
放
さ
れ、

今
日
に
至
っ
て
い
る。

西
大
浜
北
四
丁
目
に
坂
出
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
存
在
し、

瀬
戸
中
央
自

動
車
道
と
接
続
し
て
い
る。

た
だ
し、

本
州
方
面
の
み
出
入
り
可
能
な
ハ
l
フ

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
あ
る
た
め、

四
国
内
で
の
利
用
は
坂
出
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
利
府
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

新
両
景
橋
架
設

両
景
橋
は
昭
和
二
十
一

（
一

九
四
六）

年
に
西
運
河
拡

張
の
た
め
に
撤
去
さ
れ
て
い
た
（
第
二
章
第
四
節
三
参
照）。

臨
海
産
業
道
路

の
整
備
に
と
も
な
い、
西
運
前
に
架
橋
す
る
必
要
が
あ
っ
た。

昭
和
五
十
九
（
一

九
八
四）

年
に
完
成
し
た
臨
海
産
業
道
路
の
西
運
河
を
渡
る
橋
梁
が、
「
両
景

橋」
と
名
付
け
ら
れ
た。

新
両
景
橋
は
二
九
四
討
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
で
あ
る。

国
道
刊
号
線
バ
イ
パ
ス

国
道
U
号
線
は
交
通
渋
滞
が
慢
性
化
し
て
い

た
た
め、

そ
れ
を
緩
和
す
る
た
め
の
バ
イ
パ
ス
工
事
が
急
務
で
あ
っ
た。

坂
出

市
府
中
町
と
善
通
寺
市
中
村
町
を
結
ぶ
国
道
日
号
線
の
バ
イ
パ
ス
（
坂
出
・
丸

亀
バ
イ
パ
ス）

の
工
事
は、

昭
和
四
十
六
（
一

九
七

二

年
に
着
工
し、

段
階

的
に
開
通
し
て
い
っ
た。

昭
和
五
十
六
（
一

九
八

二

年
に
は
川
津
町
の
北
峯

橋
が
完
成、

昭
和
五
十
七
年
に
坂
出
別
宮
・

丸
亀
聞
が、

昭
和
五
十
八
年
に
別

宮
・

加
茂
氏
部
間
が
開
通
し
た。
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宇 線な地通を戸全全全全O七り部し分の掌（下大 け

代岐 「百道部橋露
大一路はと

北上 橋＝単鉄そ章
， ち 」 ー 独道の 位

と四でm部橋関空
よ国あ日二のを話
取横る 間 四い 結実出断 。 �・わ ぶ奮
北自吋品二ゆ高�

動」混成る架
C車中一 、併橋瀬
を道央；7道用で戸
通が自 ん 路橋成大
り整動 コ鉄 でり橋

備車 百道あ立は
番さ道5共るち塩

のれ は 、 用 。 、飽
州る坂共部道上の

多
津
駅

と

宇多
津
新
開
付
近

（
坂

出
方
面）

で
予

讃
線

か
ら

A
岐

し、
番

の
州

高
架
橋
で
道

路
共

用
部
に
入

り、
備

讃
瀬
戸
大

橋
を

渡
っ

て
エ
R
西
日
本

児
島

駅
に
入

る。
児

島
駅

南
端
部

か
ら
鉄

道
単
独
部
と

な
り、
茶
屋
町
駅

で
宇
野
線

に
合
流
す

る。

瀬
戸
大
橋
の
建
設
工
事

は、
昭
和

四
十
八

（一
九
七
三）
年
十一
月 、

石
油

危
機

に
よ
り、
着
工

が一
旦

延
期
に
な
っ

て
い

た
が、

五
十
三

（一
九
七

八〉

年
十
月
十
日、

よ
う
や
く
起
工
式

が
番

の
州

で
挙
行

さ
れ

た 。一
工
事

は
翌
五
十

四
年一
月、

三
ツ
子

島
海
中
で
の
発
破

か
ら
始
ま
っ
た
が、

ん
ば
ら
く

は
ケ
ー

ソ
ン

の
沈
設
や、
モ
ル
タ
ル
プ
ラ
ン

ト
船
「
世
紀」

に
よ
る

毛
ル
タ
ル
注
入
な

ど
海
中
作
業

が
主

で、
人
目

に
は

見
え
難

か
っ
た

が、
五
十
人
年
夏、

北
備

讃

瀬
戸

大
橋
で
最
初

の
タ
ワ
i

（
主
塔

は
高

さ一
九

四
討）
が
建
設

（
五
十

九
年

四
月
完
成）
さ
れ
た
頃

か
ら、
次
第

に
遠
目

な
が

ら
人

々
に

見、え
る
よ

う
に

な
っ

て
き
た 。
六
十
年

に
は
岩
黒
島
・
植

石
島
・
与
島
の
橋
桁

（
海
面
上
六
玉川川）

が
架
設
さ

れ
（

六
十一
年

そ
れ
ぞ

れ
完
成）、

下
津

井
大
橋
や

南
・
北
大

橋
で

の
メ
l

ン
ケ
ー

ブ
ル
も

架
設

が
進
み、
六
十一
年

か
ら
六
十
二
年

に
か

け
て
は

下
津

井
・
南
・
北
備

讃
瀬
戸
大
橋
の
橋
桁

架
設

が
進
み、
六
十
二
年
八
月
十

二

日
に

は
南
備
讃
瀬
戸
大
橋
の
橋
桁
最
後

の
ボ
ル

ト
締
結

で、
本
州
と
四

国
は
陸

続
き

と
な
っ
た 。

鉄
道
エ
事
も
五
十

七
年
五
月、
予

讃
線
付
け
替
え
工
事

に
始
ま

り、
六
十

三

年一
月
八
日、
最
終
ボ
ル

ト
の
締
結

を
行

い、
一
月
十一
日

に
は
初

の
試
験
列

車
が
走
っ
た 。
一二
月
十
四
日、

九
年
五
カ
月
ぶ

り
に
瀬
戸
大
橋

架
橋

工
事

は
全

て
終
了、

四
月
十
日

の
開
通
式

を
待

つ
ば

か
り
に

な
っ
た 。

世
紀

の
大
事
業、

瀬
戸
大
橋
の

架
橋
は
大
久
保
龍
之
丞

が
提
唱

し
て
以
来一

O
O
年、
昭
和
五
十

三
年
着
工
以
来一
O
年、
建
設
費

総
額一
兆一

三
O
O
億

円
を
費
や

し
て
こ
こ
に
完
成

し
た 。
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